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　大1次世界大戦前，イギリス産業とりわけ重工業に
おける資本の集積・集中がドイツ，アメリカに立遅
れ，それは一方では設備の近代化，合理化を内包する
資本蓄積テムポの立遅れ一いわゆる国際競争力の低下
を意味し，他方では，株式会社形式による組織的独占
＝金融資本の成立の未熟さを意味した。こうしたイギ
リス産業のいわば「弱さ」は，第1次大戦前において
は，イギリス資本主義じしんがその重要な軸心であっ
た世界経済のなお順調な拡大過程に包みこまれてそれ
ほど顕在化していなかった。ドイツ，アメリカの進出
にたいする帝国主義的対応を含みつつも，イギリスが
全体としては自由貿易政策を基調としつづけていたこ
とがそれを示している。
　イギリス産業の「弱さ」は第1次世界大戦後の最初
の恐慌（1920－21年）によって暴露された。すなわち
第1次大戦の遂行過程で重工業部門を中心に進行した
蓄積は，事態の性質上固定資本の更新，革新よりもい
わば横への拡大を軸とするものとならざるをえなかっ
たと考えられるが，それは戦争をとおしての世界経済
構造の激変からすれば，すでに「過度」の蓄積といわ
れるものであった。しかも大戦終了後1920年に至る時
期は，いちじるしく機械的なブームの進行をみ，　「過
度」の蓄積がいっそう拍車をかけられたのである。こ
のような戦後ブームは，戦後処理の必要から金本位制
停止下財政がイソフレーション的性格を帯びていたこ
と，戦時中に蓄積していた繰延ぺ需要の発現ないしそ
れにたいする期待があったこと，そしてドイツの敗戦
一経済的破綻＝イギリスにとっての最強の競争国の一
時的脱落がイギリス産業の世界市場への期待を楽観的
にしたことなどから説明されよう。いずれにせよ，こ
こでは，大戦による世界経済構造の変化がイギリス産
業にたいしてもつ現実的意味はなお隠蔽されていたわ
けであり，それは，イギリスが金本位制への復帰を指
向し，デフレ政策が転ずると共に過剰蓄積の暴露とし
て（戦後恐慌）顕在化することになるのである。
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　戦後恐慌は，イギリス，アメリカともに急激な物価
低落によって特徴づけられたが，アメリカでは比較的
短期に回復し，いわゆる「永遠の繁栄」に向ったのに
たいし，イギリスでは1929年秋の世界恐慌の開始にい
たるまで目立った好況を経験することなく，慢性的な
産業の沈滞と高失業に終始した。これは，イギリスが
産業が世界経済構造の変化に対応して，単に恐慌一不
況過程での過剰資本の整理，固定資本の更新を軸とす
る合理化のみでなく産業構造全体の合理化，近代化を
図ることを要請されていたにもかかわらず，それを不
徹底にしか達成しえなかったことを意味した。慢性的
不況からの脱却を図るための産業再編の試みは，20年
代未にイングランド銀行の支援を背景にようやく進展
しはじめることになるのである。
　問題は，1920年代のそうした事態がどういう要因に
よったかである。一般に，この時期のイギリス産業の
不振の要因は，それが主に伝統的な輸出産業に顕著で
あったことから，旧平価金本位制復帰によるイギリス
輸出品価格の割高，平価維持のための高金利政策大戦
を媒介とする後進諸国工業の発展などに求められてい
る。しかし第3の点はともかくとして，本来的に資本
家的な過剰蓄積は尖鋭な恐慌と深刻な不況によって整
理されるものであり，旧平価金本位復帰がデフレ効果
をもったとすれば，その限りでは却って過剰資本の整
理，資本の集中再編を促進するはずのものであった。
その意味では，デフレ効果はなお不徹底であったとさ
えいえよう。事実，金融政策については，それによっ
て産業金融がいちじるしく制限されたとは必ずしもい
えず，財政政策もデフレ基調を維持したとはいいえな
かった。もちろん，戦後恐慌に当面した資本は，過剰
労働力の排出，賃金切下げを含む合理化政策を強行し
ようとしたし，それは労働者の抵抗に遭遇しながらも
かなりの成果をあげたようである。この階級対立の集
約点が1926年の炭鉱業労働者を中心とするゼネストで
あったといえる。しかし，大戦前からなしくずし的更
新をその蓄積のパターンとしていたイギリス産業は，
恐らくそれじしんとしてもドラスティックな過剰資本
の整理を回避しようとしたであろうし，まして大戦を
媒介とする，そしてロシヤ革命を背景とした労働運動
の発展に当面して合理化の徹底的遂行はいっそう困難
であったろう。こうして1920年代をとおして，イギリ
ス産業は旧来の蓄積パターンを維持してvkくことさえ
何らかの政策的支援を必要とすることを明らかにしつ
つあった。1931年夏の国際金融恐慌を契機とするイギ
リス経済政策の一見急激な転換とそのもとでの産業再
編成も，こうした1920年代の過程を背景としたもので
あったわけである。
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